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新
年
に
あ
た

っ
て

釧

路

市

逹

合

町
内

会

会

　
長

木

満

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
町
内
会
活
動
に
ご
尽
力
、
ご
協
力
、
そ
し
て
ご
理
解
を

い
た
だ
き
ま
し
て
誡
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
は
致
死
率
が
小
さ
く
な

っ

て
い
る

一
方
で
周
期
的
に
感
染
拡
大
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
こ
と

が
、
町
内
会
活
動

へ
の
参
カロ
意
欲
の
低
下
傾
向
に
あ
る
社
会
風
潮
と
相

ま

っ
て
町
内
会
活
動
の
大
き
な
壁
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
内
会
が

「
地
域
住
民
の
安
全
を
守
る
共
同
体
」
で
あ
り
、

ま
た
豊
か
に
人
生
の
年
輪
を
重
ね
る
た
め
の

「自
分
づ
く
り
の
場
の
提

供
者
」
と
し
て
成
長
し
、
「
町
内
会
の
存
在
が
嬉
し

い
」
と
思

っ
て
い

た
だ
く
姿
を
夢
見
て
い
ま
す
。

そ
の
姿
と
は
、
地
震

・
津
波

。
洪
水
等
の
自
然
災
害
、
そ
し
て
交
通

事
故
や
火
災
な
ど
か
ら
身
を
守
る
こ
と
に
カロ
え
、
暗

い
夜
道
で
犯
罪
に

道
わ
な

い
、
詐
欺
で
財
産
を
奪
わ
れ
な

い
な
ど
恙
意
あ
る
人
か
ら
だ
身

と
財
産
を
守
る
た
め
に
協
力
し
合
う
仲
間
を
地
域
で
つ
く
り
、
サ
ロ
ン

活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
公
園
や
自
宅
前
で
の
花
壇
づ
く
り
、
そ
し
て

清
掃
活
動
な
ど
、
住
民
の
道
を
豊
か
に
育
む
時
間
と
空
間
を
企
画
し
、

呼
び
か
け
る
姿
で
す
。

そ
う
し
た
場
が
身
近
に
沢
山
あ
り
、
自
由
に
選
べ
て
、
結
果
と
し
て

豊
か
に
人
生
の
年
輪
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
恙
く
な

い

と
思

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
町
内
会
だ
け
が
提
供
で
き
る

（す

る
）
も
の
で
も
な
く
、
町
内
会
に
重
た

い
責
任
が
あ
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
役
割
を

「
町
内
会
」
が
積
極
的
に
果
た
せ
た
ら
素
晴
ら

し

い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
夢
に
向
か
い
新
年
を
歩
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
和
５
年
と
い
う
年
が
、
皆
様
に
と

っ
て
良

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

に
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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【あしたのまち口くらしづくり活動賞】

【賞の概要】

○主 催 公益財団法人 あしたの日本を創る協会

○対象等 地域住民が自主的に結成し運営して

いる地域活動団体等。活動に2年以上取り組

み大きな成果をあげて活動していること。

町内会活動が評価され、賞を受賞した町

内会がありますのでご紹介します。

【アルミ缶一般回収協力者表彰】

【賞の概要】

○主 催 アルミ缶リサイクル協会

○対 象 アルミ缶の回収活動を実施している団

体で優秀な実績を上げた団体。

(一般回収協力者優秀賞)

釧路鳥取 8丁 目町内会

=,    (表 共良会長 )

料理教室 (女性部幹事会)

女性部幹事会の料理

教室 を 11月 16日
(水)に行ないました。

テーマは 「釧路の魚

を もつ と食 べ ま しょ

う」で “鰈 (カ レイ)の野

菜巻き"と “スケ トウダラの甘酢餡かけ"に

挑戦 (復習)していました。

管内町内会連絡協議会研修交流会

釧路管内の各市町村の町内会が集まつて

情報交換を行い、より広域的で公益的な立場

から町内会活動を考える「管内町内会連絡協

議会研修交流会」が、 11月 8日 (火)に弟

子屈町で開催 されました。

この研修交流会には当連町の 7名 を加 え

39名 の出席がありました。

研修は、「特殊詐欺被害情勢 と防止対策に

ついて」と題 した弟子屈警察署中村孝宏氏に

よる講演 と、「コロナ禍の町内会活動につい

(振興奨励賞 )

釧路昭和中央 6丁 目町内会 (菅直行会長 )

公式 LINEに よる情報発信などデジタル化の取

り組みやオンライン会議で公園整備を協議 した

ことの取り組みなどが評価されましたこ

て」と題 した弟子屈町役場岡田彩子氏の講演

とい う内容でした。岡田氏からは 「感染予防

しながら、地域のつなが りを大切にして活動

ください」とエールが送 られました。

理事研修会

12月 5日 「理事研修会」を行い、岡部教

育長か ら釧路市が 目指す学校の姿について

26ページにわたる資料から説明を聞き、改

めて児童生徒数の減少状況や課題を知ると

ともに、義務教育 9年間の過 ごし方の大切 さ

を知 りました。

特に高齢者の多い町内会役員 には馴染み

が薄い ところではありますが、「義務教育学

校」とい う制度を活用して、学びの場の再構

築に取 り組んでいくとのことですので、取 り

組みに期待 し、児童生徒の健やかな成長を楽

しみにしていきたいと思います。

釧酪市が抱える教 育課題 を解決 し.教育●
‐
D質 を向上させる方奮

として、小中一貫教育を効果的に進めるため .同一施設内で

小学 1年生から中学 3年 生(9年 生 )までがともに学校 生活 を選る
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今

コ
ロ
ナ
は
第
８
波
、
陽
性
者
数
記
録
更
新

で
す
。
自
己
申
告
で
も
あ
り
正
確
な
数
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

４
回
も
ワ
ク
チ
ン
し
て
い
る
の
に
罹
り
ま

す
。　
コ
ロ
ナ
は
ウ
イ
ル
ス
、
風
邪
の
仲
間
で
す

が
、
と
に
か
く
う

つ
り
易
い
。
普
通
の
風
邪
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
体
調
万
全
で
あ
れ
ば
、
か
か

ら
な
い

（発
症
し
な
い
）
の
に
、
コ
ロ
ナ
は
体
調

に
関
係
な
く
、
し
か
も
ワ
ク
チ
ン
を
し
て
い
て

も
、
か
か
つ
て
し
ま
う
の
が
特
徴
で
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
は
重
症
化
し
な
い
た
め
の
も
の
と
考

え
る
し
か
な
く
、
私
ど
も
も
５
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
受
け
る
予
定
で
す
。　
コ
ロ
ナ
の
変
異
に
合
わ

せ
た
新
型
タ
イ
プ
の
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
よ
り
効

果
が
あ
り
、　
コ
ロ
ナ
の
扱
い
が
普
通
の
風
邪
～

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
な

っ
て
欲
し
い
で

す
。冬

の
時
期
、
釧
路
で
は
、
寒
さ

。
乾
燥
な
ど

で
、
体
調
を
崩
し
や
す
く
、
風
邪
も
ひ
き
や
す

い
で
す
が
、
脳
外
科
的
に
は
、
脳
梗
塞

・
脳
出

血

・
く
も
膜
下
出
血
と
い
つ
た
脳
卒
中
に
な
り

や
す
い
で
す
。
心
臓
発
作
な
ど
も
そ
う
で
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
、
普
段
健
康
に
留
意
し
て
い
ま
す

が
、
高
齢
化
時
代
、
慢
性
疾
患
と
付
き
合

っ
て

い
る
方
は
、
冬
場
は
注
意
で
す
。

特
に
、
外
が
寒
す
ぎ
た
、
お
風
呂
場
が
寒
す
ぎ

た
な
ど
、
予
想
外
の
寒
さ
に
心
と
体
の
準
備
が

で
き
て
い
な
い
場
面
が
危
な
い
で
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
真
冬
は
寒
い
と
覚
悟
し
て
い
る
の

か
、
意
外
と
そ
う
で
も
な
く
、
ど
ち
ら
と
い
う

と
季
節
の
変
わ
り
目
の
時
期
に
、
脳
卒
中
に
な

っ
て
し
ま
う
方
が
多

い
の
で
、
警
戒
で
す
。
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ま
た
特
別
感
か
ら
な
の
か
年
末
年
始
も
多

い

で
す
。
昔
か
ら
年
越
し

。
元
旦
臨
時
手
術
多
い

で
す
。

物
価
の
高
騰
、
暖
房
費
の
高
騰
は
本
当
に
気

に
な
り
ま
す
が
、
釧
路
で
は
お
風
呂
ト
イ
レ
も

含
め
て
適
度
な
暖
房
は
必
要
な
の
で
し
ょ
う
。

夢
の
話
で
す
が
、
冬
は
南
国
に
住
み
た
い
で

す

・
・
無
理
で
し
た
。
冷
え
て
し
ま
つ
た
ら
、

無
理
せ
ず
早
く
温
ま
り
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
釧
路
の
冬
、
天
気
の
い
い
日
は
暖
房

と
相
ま

っ
て
空
気
が
乾
燥
し
ま
す
の
で
、
結
露

に
な
ら
な
い
程
度
の
加
湿
が
、
ウ
イ
ル
ス
が
付

き
や
す
い
、
の
ど
鼻
、
体
調
管
理
に
は
い
い
で

し
よ
う
（）

寒
す
ぎ
る
日
は
ダ
メ
で
し
ょ
う
が
、
運
動
不

足
解
消
も
、
体
調
管
理
に
は
有
効
で
す
。
外
出

し
た
だ
け
で
は
コ
ロ
ナ
に
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

浴
び
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
吸
入
し
な
い
と

う
つ
り
ま
せ
ん
。
何
度
も
書
き
ま
し
た
が
、
人

口
密
度
が
低
い
釧
路
は
こ
の
コ
ロ
ナ
時
代
に

外
出
天
国
で
す
ｃ
外
出
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
菌
に

濃
厚
接
触
し
な
け
れ
ば
う
つ
り
ま
せ
ん
。
遠
く

か
ら
空
気
感
染
す
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
す
。

な
お
、
コ
ロ
ナ
の
よ
う
に
う
つ
り
や
す
く
な

い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
今
の
コ
ロ
ナ
警
戒
体

制
で
、
体
調
管
理
、
感
染
予
防
し
て
い
ま
す
か

ら
、
今
年
も
あ
ま
り
流
行
ら
な
い
の
で
は
と
、

期
待
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
の
治
療
薬
は
菌

の
量
を
減
ら
す

効
果
で
、
早
め
回
復
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
治
療

薬
も
同
様
で
い
い
の
で
、
早
く
普
及
し
て
ほ
し

い
で
す
。

r
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け を言阜t雪』lFTTF)雫亀醗蜆爵偲
回 つもりだつたが、定期購入が条件だった」などの

| ょ子

ブルに遭ったり、聞いたことはありません

難  釧路市消費生活センターでは、このような消費

は 編冒車畠百
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～「消費生活センタ場Jを町内会活動に活用してみませんか～

剣‖路市消費生活センター長 小 畑 由 紀

消費生活センターでは消費者相談の他、出前

講座による啓発活動も行つてお り、消費者 トラ

ブル事例の紹介やクーリング・オフ制度など消

費生活に役立つ情報を提供しています。

もちろん町内会からの要望にも対応 しており

ますので、地域の防犯対策として町内会事業に

取り入れてみてはどうでしょうか。

普段から交流のある町内会員の皆さんが一緒

に知識を得ることで、不審な電話やメッセージ

を受けても一人で悩まず、周 りに相談し被害を

未然に防ぐことに繋がります。

安全で安心な地域づくりに、ぜひ釧路市消費

生活センターを活用下さい。

封I路市消費生活センター 鮎 24-3000
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元気で働き、明るく豊かなまちをつくりましょう。  1人 にやさしく、心ふれあう温かいまちをつくりましょう。

きまりを守り、安全で安心な住みよいまちをつくりましょう。 1文 化を高め、命を尊ぶ平和なまちをつ くりましょう。

緑を育て、自然豊かなされいなまちをつくりましょう。 1郷 土を愛し、世界に誇れるまちをつくりましょう。

みんなでつくろう ゴミのrJぃまち きれいなふるさと

第6回理事会報告

第 6回理事会を 12月 5日 (月 )に実施し

ました。協議事項等は次のとおりです。

【報告事項】

加入促進活動、秋の自主清掃活動、

秋の自主清掃 には 143町内会か ら

4,011人の活動計画があ りま した c

清掃活動、お疲れ様で した。

ブ ロック別町内会活動研究大会オンライ

ン出席、道東都市町内会 '自 治会連合会連

絡会参加、31路管内町内会連絡協議会研修

交流会出席

【協議事項】

①新年交礼会開催の是非→

②新年度全市一斉清掃日→

【事務連絡】

町
内
会
と

一
緒
に
訪
問
活
動

欄
阿
寒
観
光
振
興
公
社

代
表
取
締
役

（野
孵
趾
誠
靭
師矯

．
ノ
リ
、
売
店

・
レ
ス
ト
ラ
ン

・
温

泉

・
宿
泊
の
ほ
か
鶴
セ
ン
タ
ー
、

キ
ヤ
ン
プ
場
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
、
市
民
農
園
な
ど

が
あ
り
、
当
公
社
が
指
定

管
理
者
と
し
て
管
理

・
運

営
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
敷
地
内
に
は
釧
路

湿
原
美
術
館
が
あ
り
、
佐
々
木
榮
松
氏
の

絵
画
等
が
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
８
年
に
道
の
駅
の
指
定
を
受
け
観

光
情
報
を
発
信
す
る
と
共
に
、
広
大
な
敷

地
に
多
く
の
施
設
が
あ
る
こ
と
か
ら
様
々

な
世
代
に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

キ
ヤ
ン
プ
場
に
あ
る
焼
肉

コ
ー
ナ
ー
は
、
８

人
が
け
の
炉
が
屋
内
に
１８
基
、
屋
外
に
‐６
基

あ
り
、
。ハ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
の
組
合
せ
や
焼
肉

パ
ー
テ
イ
ー
な
ど
で
町
内
会
や
企
業
関
係

の
利
用
が
多
く
、
交
流
の
場
と
し
て
活
用

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

炭
や
肉
の
用
意
は
公
社
が
行
い
、
ま
た

‐５
人
以
上
の
利
用
で
は
送
迎
も
い
た
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

さ
て
現
在
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ

り
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、

地
域
の
若
い
皆
さ
ん
に
よ
る
活
性
化
の
取

り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
地
域
住
民
や

地
域
産
業
と
連
携
し
た
エ
リ
ア
形

成
を
目
指
す
た
め
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
が
行
わ
れ
て
お
り
、
阿
寒
丹
頂

の
里
エ
リ
ア
で
の
商
品
化

・
事
業

化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

の
皆
さ
ん
や
市
内
の
企
業
家
の
皆
さ
ん
と

の
取
り
組
み
も
積
極
的
に
行

っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
活
性
化
に
向
け
、
行

政

・
市
民

。
公
社
が
し
っ
か
り
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

市で 「訪問販売お断 り」シール配布中、他

例年、事務局で「会費納入表」を印刷・配布 し

ています。会計年度 1‐ 12月 用は既に準備できて

います。 (4-3月 用は 2月 中に準備 します )

町内会総会資料や町内会便 りの印刷を有料 (製

版 1件につき300円 )ですが連町事務局で行 う

ことができます。なお紙はご持参ください。

各種イベン ト時にスタッフジャンパーとして

ご利用できます↑事務局にご相談ください。

～制1路市道路維持事業所からのお矢□らせ～

一 除雪についての5つのお願い 一

① 道路への雪出し禁止 !

② 除雪後に残つた玄関 0車庫前の雪の処理は

ご家庭で !

③ 路上駐車はやめてください |

④ 歩道上に物を置かなしヽでください !

⑤ 深夜の除雪作業にご理解を |

皿国  主な行事予定  回鰹

1月 15日 (日 ) 防災ワンデー

2月 13日 (月 )地 区連会長会議
3月 6日 (月)理 事会
※次回の連町通信は、2月 24日 発行です。

連町通信は、赤い羽根共同募金の

支援を受けて発行 しています。

・・・連町のブログもご覧<ださい。httpsi//amebloJo/rencyo946/・


